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ま え が き 

 

 この報告書は、労働政策研究・研修機構（JILPT）が平成 24 年度から 25 年度にかけての研

究テーマの一つとして取り組んだ、厚生労働省「就業形態の多様化に関する総合実態調査」

（平成 15 年、19 年及び 22 年）の特別集計による近年における雇用の多様化の動向に関する

研究の成果をとりまとめたものである。 

 近年までに続く雇用労働の大きな特徴の一つとして、非正規化の進展があることは周知の

こととなっている。 

非正規雇用は、もともと主に業務の変動や繁閑に対応して活用されてきたものと考えられ

る。例えば高度成長期においても、季節的な繁閑に対しては臨時工、期間工といわれるフル

タイム型の有期雇用があり、また、小売業や飲食店などを中心として、週や１日の中の繁閑

に対してはパートタイム労働者が活用されてきた。その後、低成長経済への移行と金融を含

めたいわゆる「グローバル経済化」による企業経営の不確実性の増大とともに、柔軟な雇用

に対するニーズが急激にあるいは持続的に高まり、非正規雇用の拡大がもたらされてきてお

り、企業におけるそうしたニーズは衰えるとは考えられない。 

また、女性や高齢者といった層がもっと活躍する社会を構築するとすれば、非正規雇用は

増加することが予想される。また、是非は別として、学卒就職期において非正規雇用で職業

生活を始める男女の若者が増えており、事実としてこれらの人々はなかなか正規雇用に就く

ことが困難な状況が続いている。 

 このような下で、雇用の非正規化はどのように進み、その中でどのような問題が生じ、そ

の政策課題は何かを繰り返し探求し、確認するための動向研究が重要となっている。このよ

うな観点から JILPT では、非正規雇用に関する総合的な調査である上記調査の個票データの

再分析を行ってきている。前身の日本労働研究機構時代のものを含めれば、今回は４度目の

取組となる。このような分析を可能にしてくださった厚生労働省統計情報部の皆様に改めて

感謝申し上げたい。 

 この報告書が、労働政策関係者を始めこの問題に関心のある方々に広く活用されることを

期待したい。 
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